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◆大家畜の暑熱対策 

  輻射熱の遮断や遮光、牛体への送風と換気など牛舎環境面からの暑熱対策を徹底しまし

ょう。また、新鮮な十分量の水と食いつきの良い粗飼料の給与、ミネラル等の補給など

飼料給与面からの暑熱対策も実施しましょう。 
◆牧草 

高温時には過放牧、過度の低刈り、短い間隔での刈取りを避けましょう。 
草地更新を行う場合は、秋播種にむけて、播種床を準備する時期です。耕起、砕土、 
整地作業は丁寧に行い、膨軟な播種床を作成し、最後の鎮圧作業は念入りに行いましょ 
う。 

 

１ 大家畜の暑熱対策 
７月中旬後半から、真夏日を越え本格的な猛暑が続いています。農作物技術情報第３号と第４号

でもお知らせしていますが、牛舎環境面と飼料給与面からの暑熱対策を徹底し、分娩前後の代謝病

や繁殖障害を予防するとともに、乳牛では、乳量の減少や乳成分の低下を最小に抑えます。 

 

（１）牛舎環境面の対策 

ア 輻射熱の遮断や遮光 

屋根に当たった日光による輻射熱や、牛舎に直接射し込む日光で、牛舎内の温度が上昇しま

す。遮熱塗料やドロマイト石灰の屋根への塗布、スプリンクラーによる屋根への散水などで輻

射熱が低減します。また、寒冷紗やすだれ等で牛舎の窓から射し込む日光を遮ることも大切で

す。長期的な対策としては、屋根への断熱材の設置も有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 送風と換気 

 牛舎内に気流を作ることで、牛の体感温度を下げることができます。 

（ア）自然の風の流れを牛舎内に多く取り込めるように、壁や窓の開放、遮蔽物の片付けを行

います。また、分娩前後や乳量の多い牛で、呼吸数がやや多いと感じる牛については、発

熱量の多い頸から肩にかけて、扇風機等で積極的に送風し、体感温度の低下を促します。 
   （イ）乳牛で生産性を維持するためには、真夏は体感温度を 8～10℃以上下げる必要があり、

このための送風は風速で 2ｍ/秒以上確保する必要があります。また、体感温度は湿度の影

写真２ 窓から直射日光が入るのを防止 写真１ 牛舎屋根への石灰塗布 



響を強く受けるので、舎内の湿気を含んだ空気が舎外の新鮮な空気と入れ替わる必要があ 

ります。 

     吊り下げタイプの換気扇を利用する場合、換気扇の床面に対する角度は 45 から 60 度の範

囲で調整します。牛体への送風を重視する場合は 45 度近くに、換気を中心に考える場合は

60 度近くに調整します。 

     トンネル換気の場合、牛舎の距離が長いと、排気側に向かうにつれて牛床の空気がよどむ

ことがあります。まずは、牛舎長辺の排気側にある窓の開閉により空気のよどみが解消でき

ないか試してみます。解消できなければ、牛舎妻面の換気扇台数を増やす、または、空気が

よどむエリアの天井近くに（設置角度はかなり小さくなります）換気扇を設置するなどを検

討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 給水施設の整備 

飲水量の確保も大切です。十分な飲水量を確保するため、配管を太くすることや、ウォータ

ーカップの改修も検討してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）飼料給与面の対策（乳牛） 

   栄養の充足、ルーメンアシド－シスの予防・緩和のため、以下に留意してください。 

  ア 水 

泌乳牛では、１日 1頭あたり 100ℓ以上の新鮮な水をいつも飲める環境が必要です。また、水

槽やウオーターカップの掃除をいつもよりこまめに行います。 

イ 粗飼料 

    食いつきの良い牧草（例えば適期に刈取り、発酵品質抜群の一番草）やトウモロコシサイレ 

－ジの在庫量のやり繰りが可能であれば、これらをやや多く給餌することを検討します。繊維

と粗飼料からのエネルギ－摂取を確保するとともに、泌乳前期牛で起こりやすいルーメンアシ

ド－シスを予防・緩和します。 

ウ 重曹、ミネラル、ビタミン等 

    泌乳量の多い牛は、粗飼料摂取量、反芻回数、唾液分泌量が減少し、ルーメン内 pH の低い 

時間が長く続くので、重曹を給与（100～200g/日・頭）します。放し飼いであれば重曹の自由 

採食も有効です。また、発汗等によりカルシウム、リン、マグネシウムの要求量も増加するの 

で乾乳後期牛を除き、通常の１から２割増で与えます。さらに、暑熱時の体温上昇で酸化スト 

写真５ 

配管を太くすることで一度に十分な水量

を供給できます。 

 

写真４ トンネル換気で天井付近にも換 

    気扇を設置した事例 写真３ 吊り下げ式換気扇の場合、角度にも注意 

45～60 度 



 

写真６ 放し飼い牛舎での重曹の自由採食 

レスが増加すると言われており、ビタミンEやセレンなどの抗酸化添加剤の補強も検討します。 

エ 給餌方法 

  （ア）分離給与では、粗飼料を食い切ったのを確認してから配合飼料を給与します。給餌回数を

増やし、１回の配合飼料の給餌量を減らします。牧草の摂取量を増やすため、牧草を細断し、

給与できれば理想です。 

  （イ）ＴＭＲ給与では、選び食い防止のため、粒度が粗くないこと、水分を含んでいること（50%

前後）を確認します。必要に応じて二次発酵を緩和する添加剤を使用します。また、エサ押

し回数を増やすことで、採食量を維持するとともに固め食いを緩和します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 牧草 

（１）刈取り時期 

２番草の刈取り時期は、１番草の刈取りからオーチャード 

主体草地で約 40-45 日後、チモシー主体草地で 50-55 日後を 
目安にします。 

（２）暑熱時の牧草刈取りは高めに刈取る 

高温時に過度の低刈りは、牧草の貯蔵養分を消耗させ、秋以 
降の草勢に影響しますので、低刈り及び短い間隔での刈り取 
りは避けてください。また、放牧地での過放牧も同様です。 

刈取りを行う場合は、地際より 10～15ｃｍを残すように 

（握りこぶし１個分が目安）行います（写真７）。 

（３）収穫後の施肥 

  ３番草の生育促進のため、二番草収穫後、できるだけ早く施肥します。施肥量は 10a あたり窒素

5kg、リン酸 2.5kg、カリウム 5kg です。尿散布を行う場合は、肥料焼けを防ぐため、曇天や降雨前

後に行って下さい。 

（４）草地更新（除草剤の播種日同日処理における播種床の作成） 

 ア 永年草牧草は、８月中旬から９月中旬を目安に 

播種しますが、播種の約 30 日前（7月中旬から 8 

月上旬）に播種床を予め形成し、雑草を十分に生 

育させます。 

    雑草の生育状況をみて展葉が十分であれば、経

過日数にこだわらず非選択性除草剤を散布しま

す。 

   雑草が大きくなりすぎると播種や施肥作業の妨

げになることがあります。 

 イ 前植生処理が未実施の場合は、速やかに非選択

性除草剤を散布するか刈払を行います。 

  ウ 耕起作業では、ル－トマットが確実に土壌と混

※ 除草剤散布から鎮圧まではできるだけ期間を空け

ずに進めます。面積と時間を考慮の上、作業計画をた

てましょう。 

写真８ 雑草を生え揃わせて除草剤散布 

約10cm約10cm

写真７ 刈取高さ目安 



和するよう十分な深さを確保します。耕起作業の良否が次の砕土・整地作業の精度に影響しま

す。 

 エ 堆肥は、10a あたり 5t を目安に散布します。炭カルなど土壌改良資材を必要量施用します。 

オ 砕土・整地作業は、ル－トマットが確実に土壌と混和するよう、また、施用した堆肥や土壌

改良資材が十分に土壌と混和するよう丁寧に行います。十分に砕土された膨軟な播種床は、牧

草の出芽と定着を高めます。 

カ 鎮圧は２～３回丁寧に行います。表土は硬くなりますが、牧草はきちんと出芽し、その後の   

定着や初期生育が改善されます。また、更新後の降雨による土壌流失を最小限にとどめること

ができます。 

 

 

次号は８月２６日（木）発行の予定です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

熱
中
症
防
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■日中の気温の高い時間帯を外して作業を行うとともに、休憩をこまめにとり、作業時間を短くする等作業時間の工夫を行うこと。水分をこまめ

に摂取し、汗で失われた水分を十分に補給すること。気温が著しく高くなりやすいハウス等の施設内での作業中については、特に注意。 

■帽子の着用や、汗を発散しやすい服装をすること。作業場所には日よけを設ける等できるだけ日陰で作業するように努めること。 

■暑い環境で体調不良の症状がみられたら、すぐに作業を中断するとともに、涼しい環境へ避難し、水分や塩分を補給すること。意識がない場

合や自力で水が飲めない場合、応急処置を行っても良くならない場合は、直ちに病院で手当を受けること。 

６月１日～８月３１日は 

農薬危害防止運動期間です 

● 近隣住民・周辺環境に配慮しましょう 

● 農薬散布準備、作業中・後の事故に注意しましょう 
● 農薬の保管・管理は適切にしましょう 

農業普及技術課農業革新支援担当は、農業改良普及センターを通じて農業者に対する支援活動を展開して

います。 

除草剤の播種同日処理の概要

除草剤散布（7月上旬）

耕起・整地（7月中旬～8月上旬）

除草剤散布（8月中旬～9月中旬）

播種（除草剤散布日～翌日）

施肥（除草剤散布日～数日）

鎮圧（除草剤散布日～数日）

播種日の概ね30～40日前 プラウ耕起後、ロータリ、ディスク
ハロー等で播種床形成（丁寧・膨軟、いつでも播種できる状態）

リ－ドカナリ－やシバムギ、ギシギシの古株等が多い場合は、
耕起整地の10日～14日前にラウンドアップマックスロードを散布

（※雑草の占有多くなければ必須ではない）

ケンブリッジローラー等で丁寧に鎮圧
（※やらないと失敗する恐れ大）

堆肥･土改材散布 堆肥5000t/10a、石灰・リン資材（土壌診断に基づく）の投入

播種日目安 8月20日～9月5日（県北・県央）
8月20日～9月中（県南)

※除草剤が乾いてからブロキャス等で播種

ラウンドアップマックスロードを散布、雑草を一網打尽
（※200～500ml/10aを水25～50ﾘｯﾄﾙで希釈）

この間に雑草を十分に生え揃わせる

化成肥料（造成時施用量目安を参考）をブロキャス等
で散布

この間
の工程
は一気
に行う



 


